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「防災拠点の設置および災害時相互支援体制の構築事業」

広域研修Ａ
日時：2021年10月22日（金） 13：30～16：50

公益財団法人 ブルーシー・アンド・グリーンランド財団



本日のスケジュール
 時間 プログラム 担当 

13：30 

（10 分） 

挨拶 B&G 財団 

13：40 

（30 分） 

拠点紹介 

（代表者 1 名から挨拶。1 拠点 1 分程度） 

参加者 

14：10 

（60 分） 

講義（質疑応答含む） 講師 後藤 武志  

15：10 

（10 分） 

休憩  

15：20 

（10 分） 

研修について B&G 財団 

15：30 

（20 分） 

特色のある研修計画（2 自治体） 参加者 

※別途ご連絡いたします 

15：50 

（20 分） 

重機メーカー担当による重機説明 三菱ふそう・新明和工業 

ヤンマー建機 

16：10 

（10 分） 

休憩  

16：20 

（30 分） 

事務連絡 B&Ｇ財団 

16：50 終了  

 



講演

「自治体と消防の連携について」

一般社団法人 危機管理教育研究所
講師 ： 後藤 武志







休 憩

開始時間 ： １５：２０～



特色のある研修計画（2自治体）



｢防災拠点の設置および災害時相互支援体制構築｣事業

拠点研修A

研修計画事例発表【静岡県牧之原市】



防災拠点事業｢避難所研修計画｣(案)

○ 研修計画の概要

実施時期：令和4年2月(予定)

実施場所：体育館

実施内容：避難所開設訓練(会場設営、運営)

対 象：自治体職員、静岡市消防局牧之原消防署、地元自治会(外国人含む) 計 30名 程度

○ 研修の課題や背景

現在、牧之原市では年2回、夏期に総合防災訓練、冬期に地域防災訓練を実施している。
牧之原市では、各分野ごとに16班からなる災害対策編成を取っている。
各班この防災訓練時に自班の訓練計画を作成し、実動訓練も含めて研修を行っている。

近年では、豪雨災害や、台風など、昼夜に関係なく出動を余儀なくされることも多く、特に閉庁時、夜
間の初動体制や、職員の動員等について多くの課題が露呈してきている。
課題として、夜間時に必要な資機材の不足や、感染症に対応した避難所の運営について検証や訓練を重
ねる必要がある。
また、東日本大震災以降、災害時に市内在住の外国人にも安心、安全な環境を提供する必要性が取り沙
汰されており、その言語対応に大きな壁を感じていた。





メーカー担当者による重機説明

●スライドダンプについて
新明和工業株式会社 西川 将史 氏
三菱ふそうトラック・バス株式会社 福崎 浩二 氏

●油圧ショベルについて
ヤンマー建機株式会社 影山 貴久 氏











事務連絡


